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住み慣れた場所で、自分らしい生活を 

山本 奈織さん
（姉）

やまもと　 な お

大西 昭子さん
（妹）

おおにし しょう  こ

十数年前に、母がパーキンソン病
に。症状の進行が予想されたため、周囲の勧めもあり、今後
を見据えて訪問看護を利用することになりました。現在は週
3回、訪問看護のサポートを受けながら、姉の私がフルリモー
トで自宅勤務をしながら母の介護をしています。つい先日ま
で母が誤嚥性肺炎で入院しており、家族の不安も大きい退院
直後の2週間は毎日来ていただいたので助かりました。

　ある時、痰が絡んで母の呼吸が乱れた際、家族で対応を
試みたのですが上手くできずにパニックになってしまいまし
た。21時で大雨だったにもかかわらず、すぐに看護師さんが
来てくださり本当に感謝しています。今は意思疎通がほぼで
きない母ですが、それでも僅かな変化で機嫌が分かります。
私も自宅で働きながら介護ができ、何より母自身、入院時よ
り自宅にいる方が断然調子も良さそうなので有難いです。

在宅医療・在宅介護についてお問い合わせは
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斉藤 順子さん
さいとう じゅん  こ

あなたの在宅医療・在宅介護あなたの在宅医療・在宅介護 訪問看護師以外にも私たちがサポートします
東淀川区の在宅医療連携を考える会（こぶしネット）とは
医療や介護のさまざまな専門スタッフがネットワークをつくり、あなた
の療養生活を応援し、あなたらしい生活を支えるサポートチームです。
東淀川区では、区役所とこぶしネットの多職種連携及び関係団体との
協働により、在宅医療・介護連携推進事業に取り組んでいます。
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東井高野・井高野・大隅西・大隅東・小松
北部地域包括支援センター
（なかよし） a 6349-5001

下新庄・新庄・菅原
中部地域包括支援センター
（びはーら） a 6325-6915

大桐・豊里・豊新・大道南・豊里南
区地域包括支援センター
（ほほえみ） a 6370-7190

東淡路・淡路・西淡路・啓発
南西部地域包括支援センター
（ひだまり） a 6326-4440

医療的な判断が必
要なケースの時に、
訪問看護の方に相
談することで、主治
医との間に入ってい
ただき、訪問介護と
医療との架け橋と
なってくださってい
ます。

《訪問介護》
ライフサポート

佐條 佳子さん
さ じょう けい こ

歯科医師は食を支
えるという観点か
ら、食べる時に困っ
ていることはない
か？などの情報を得
るために訪問看護
師と連携し、異常が
あれば報告していた
だきます。

《歯科医師》
辻本歯科クリニック

辻本 照人さん
つじもと　てるひと

コロナ禍で独り暮ら
しの方が在宅療養と
なり、全サービスが
中止の中、すぐに訪
問してくださいまし
た。真夏の防護服は
サウナ状態でしたが、
笑顔での対応…今も
感謝しています。

《居宅介護支援事業所》
ケアリング

三宅 愛子さん
み や け   あい  こ

訪問看護師さんから患者さんが服
用されている薬が飲みにくそうと
いった相談をいただいたり、薬剤師
から薬による副作用の症状が出て
いないかお聞きしたりしています。

《薬剤師》エルシー薬局

吉岡 幸洋さん
よしおか　ゆきひろ

高齢となり通院困難な方に対して
訪問診療を行っています。訪問看
護師をはじめ、医療や介護の専門
職の方々と連携することで「治し・
支える」医療が可能となります。

《医師》岡部内科クリニック

岡部 登志男さん

　私たちは「住み慣れた我が家で自分らし
く過ごしたい」そんな思いを叶えられるよう
日々訪問看護を行っています。不安に耳を
傾け、寄り添い、安心して日常生活が送れる
ようにサポートしています。ご利用者様の
年代は0歳から100歳代まで幅広い年齢層
の方々に看護を提供しています。最近「家で
最後を迎えたい」と望まれる方も増えてき
ました。ご本人、ご家族の意思決定の支援、
地域でのサポート体制を共に考えながらす
すめています。東淀川区には、訪問看護ス
テーション連絡会があります。訪問看護以
外でも、「健康相談」や「健康教育イベント」
など地域の各職種、団体と連携した活動も
行っています。利用者中心の看護、多職種
連携、地域社会に貢献できる働きを今後も
継続していきたいと思っています。

で、自分らしい生活を み慣れた場所で住みみ慣
病気の治療や介護が必要になっても、住み慣れた場所で自分らしく暮らしたい。
そんな「在宅医療・在宅介護」を支える一員に、訪問看護師がいます。
主治医と連携しながら医療的ケアやアドバイスを行い、患者さんやそのご家族が、
その人らしい生活が送れるようお手伝いしています。 c保健企画 2階22番　a 4809-9882
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訪問看護ステーション

看護師

医師会立
訪問看護ステーション

看護師

今堀 美江さん
いまほり　 み  え

　入院とは異なり生活の場に伺うため、まずは名刺を渡してご挨拶し、しっかりと気を引き締
めます。技術面はもちろん、心のケアも大切にし、ご利用者様の言葉ひとつをとっても、本心
なのか、周囲に気を遣って言っているのかなど、その思いを汲み取りながら、ご本人やご家族
が快適で安全に暮らせる看護をめざしています。また近年では、ICT（情報通信技術）を活用
した情報共有でタイムリーにチーム連携を図り、よりきめ細かいケアに取り組んでいます。

訪問看護をされる中で、心掛けていることを教えてください

訪問看護をされてきて、
印象的なエピソードはありますか？

今後、どんな看護を
めざしていきたいですか？

　たくさんあります。認知症のご利用者様宅で誕生日祝
いを行い、後に病状が回復した際にご本人から「あの時は
ありがとう」と言ってもらったり、ご自宅での死後の処置
に立ちあった際、「みんなが納得できる看取りができた」
とご家族に感謝いただいたり。またある時、叱られた後で
泣き腫らした顔のまま伺ってしまったお宅で、80代の寝
たきりのご利用者様が「あなたは大丈夫やから」と励まし
てくださった新人時代の出来事は今も心の支えです。
我々もまた、利用者様に支えられながら看護に尽力する
日々です。

　少子高齢化における訪問看護師不足に対応す
るため、ご利用者様がなるべく自立した生活がで
きるような指導や助言に力を入れています。転倒
リスク防止や誤嚥性肺炎の予防、心不全のリスク
を減らす食事内容など、予防的な指導を強化。
また、ご本人やご家族が望む看取りに至るまでの
意思決定の支援や、災害時の自助・共助の必要性
なども折に触れて伝えています。皆さんが安心
して暮らせるよう、訪問看護の更なる質の向上を
はかっていきます。
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